
　

「
ナ
チ
ズ
ム

は
私
と
共
に

消
滅
す
る
。だ

が
百
年
後
に

は
新
た
な
ナ
チ
ズ
ム
が
誕

生
す
る
だ
ろ
う
」。
こ
れ
は

ヒ
ッ
ト
ラ
ー
の
最
後
の
言

葉
だ
と
何
か
で
見
た
。
彼

の
死
か
ら
七
十
九
年
。
各

国
で
の
極
右
の
台
頭
は
、

そ
の
予
言
の
不
気
味
な
現

実
な
の
か
▼
ナ
チ
ス
ド
イ

ツ
同
様
、
戦
争
へ
の
道
に

突
き
進
ん
だ
大
日
本
帝

国
、
そ
の
大
き
な
転
換
点

と
な
っ
た
の
が
、
一
九
三

六
年
の
ク
ー
デ
タ
ー
未
遂

事
件
、
陸
軍
青
年
将
校
に

よ
る
「
二
・
二
六
事
件
」

で
あ
る
▼
こ
の
時
代
、
世

界
恐
慌
が
日
本
に
も
波
及

し
、
失
業
者
が
あ
ふ
れ
、

農
村
で
は
娘
を
売
る
ほ
ど

の
窮
乏
だ
っ
た
。
一
方
で

は
政
治
腐
敗
や
政
争
に
明

け
暮
れ
、
人
々
は
軍
部
に

希
望
を
見
出
す
よ
う
な
世

相
に
な
っ
て
い
た
と
い
う

▼
今
日
で
も
そ
う
だ
が
、

そ
ん
な
情
勢
で
は
人
々
の

生
活
苦
に
寄
り
添
う
か
の

よ
う
な
反
共
扇
動
家
が
人

気
を
得
る
。
資
本
主
義
が

も
た
ら
す
庶
民
の
困
窮
は

彼
ら
の
絶
好
の
舞
台
な
の

だ
▼
節
分
の
豆
撒
き
で
あ

ら
ゆ
る
邪
鬼
を
追
い
払
い

た
い
が
、
そ
れ
に
は
自
ら

が
「
豆
」
に
な
る
気
概
こ

そ
が
力
と
な
ろ
う
。
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陸
上
自
衛
隊
習
志
野
演

習
場
で
１
月
７
日
、
木
原

稔
防
衛
相
も
参
加
し
て

「
降
下
訓
練
始
め
」
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
は
自
衛
隊
員
約

２
６
０
人
と
、

イ
ギ
リ
ス
、
ア

メ
リ
カ
、
カ
ナ

ダ
、
フ
ラ
ン
ス
、

ド
イ
ツ
、
オ
ラ

ン
ダ
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の

各
軍
合
わ
せ
て
60
人
、
オ

ブ
ザ
ー
バ
ー
と
し
て
カ
ン

ボ
ジ
ア
軍
も
参
加
し
ま
し

た
。
以
前
か
ら
行
わ
れ
て

い
た
も
の
で
す
が
、
そ
の

規
模
も
性
格
も
よ
り
実
践

的
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
に
先
立
つ
１
月
６

日
、
新
社
会
党
千
葉
県
本

部
は
、
市
民
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
千
葉
県
の
呼
び
か
け
に

応
じ
、
社
民
党
千
葉
県
連

合
、
共
産
党
千
葉
県
委
員

会
、
ア
イ
女
性
会
議
の
皆

さ
ん
と
共
に
、
抗
議
行
動

を
行
い
ま
し
た
。

　

13
時
か
ら
JR
津
田
沼
駅

　

新
社
会
党
千
葉
県
本

部
と
憲
法
を
活
か
す
会
・

千
葉
県
協
議
会
は
１
月

27
日
、
習
志
野
市
内
で

「
２
０
２
４
年
新
春
の
つ

ど
い
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

第
一
部
は
講
演
会
で
、

日
本
体
育
大
学
の
清
水
雅

彦
教
授
を
招
き
「
新
し
い

戦
前
に
さ
せ
な
い
ー
情
勢

と
課
題
」
と
題
し
て
講
演

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。（
講

演
内
容
は
２
面
）

　

講
演
に
先
立
ち
、
廣
瀬

理
夫
憲
法
を
活
か
す
会
・

千
葉
県
協
議
会
共
同
世
話

人
は
、
新
年
早
々
起
こ
っ

た
能
登
半
島
大
地
震
に

よ
っ
て
亡
く
な
っ
た
方
々

の
冥
福
を
祈
り
、
早
急
な

支
援
と
復
興
を
訴
え
、
自

民
党
派
閥
の
裏
金
づ
く
り

事
件
を
批
判
し
、
さ
ら
に

は
武
力
衝
突
に
よ
る
悲
惨

な
国
際
状
況
、
そ
し
て
、

日
本
国
憲
法
を
な
い
が
し

ろ
に
し
た
危
険
な
動
き
な

ど
に
触
れ
開
会
の
あ
い
さ

つ
を
し
ま
し
た
。

　

第
二
部
に
移
り
懇
親

パ
ー
テ
ィ
は
、
宮
川
敏
一

党
県
本
部
委
員
長
の
挨
拶

に
始
ま
り
、
党
中
央
本
部

か
ら
村
田
文
一
中
央
本
部

執
行
委
員
の
あ
い
さ
つ
を

受
け
乾
杯
と
な
り
ま
し

た
。

　

ス
テ
ー
ジ
で
は
、
松
尾

貴
臣
さ
ん
の
若
々
し
い
ギ

タ
ー
演
奏
と
歌
、
引
き
続

き
、
朝
鮮
初
中
級
学
校
生

徒
の
華
や
か
な
踊
り
が
披

露
さ
れ
、
和
や
か
な
気
分

に
満
た
さ
れ
ま
し
た
。
踊

り
の
後
、
康カ

ン
ジ
ョ
ン
へ

静
恵
校
長

は
、
「
千
葉
県
に
一
つ
の

朝
鮮
初
中
級
学
校
は
生
徒

が
35
人
と
少
な
い
が
、
民

族
の
誇
り
を
受
け
継
い
で

い
く
。
皆
さ
ん
の
応
援
を

お
願
い
し
ま
す
」
な
ど
と

語
り
ま
し
た
。

　

軽
い
食
事
と
お
酒
を
楽

し
み
な
が
ら
、
来
賓
の
皆

様
の
あ
い
さ
つ
と
紹
介
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

来
賓
は
、
小
西
洋
之
参

議
員
議
員
、
阿
部
治
正
社

民
党
千
葉
県
連
合
副
代
表

（
流
山
市
議
）、
松
本
悟
日

本
共
産
党
千
葉
県
委
員
会

常
任
委
員
、
呉
オ
ヨ
ン
チ
ョ
ル

泳
哲
朝
鮮

総
連
千
葉
県
本
部
委
員

長
、
中
村
た
く
み
ア
イ
女

性
会
議
千
葉
県
本
部
事
務

局
長
、
み
ず
ま
雪
絵
新
社

会
党
東
京
都
本
部
書
記
長

（
葛
飾
区
議
）
が
演
壇
に

立
ち
そ
れ
ぞ
れ
あ
い
さ
つ

し
ま
し
た
。

　
他
に
も
、
多
く
の
来
賓

が
あ
り
ま
し
た
が
、
時
間

の
都
合
で
紹
介
の
み
と
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
最
後
に
新
社
会
党
千
葉

県
自
治
体
議
員
団
を
紹
介

し
て
終
了
し
ま
し
た
。

前
で
チ
ラ
シ
を
配
り
な
が

ら
リ
レ
ー
ト
ー
ク
を
行
い

ま
し
た
。

　

「
大
震
災
の
救
助
活
動

の
遅
れ
が
ひ
ど
い
。
自
衛

隊
の
災
害
出
動
は
あ
て
に

な
ら
な
い
。
自
衛
隊
に
変

わ
る
常
設
の
災
害
救
助
隊

こ
そ
必
要
だ
。」
「
莫
大

な
税
金
を
使
っ
た
パ
ラ

シ
ュ
ー
ト
降
下
訓
練
。
そ

れ
も
８
か
国
の
多
国
籍
軍

で
の
合
同
演
習
だ
。
ま
る

で
戦
争
を
見
せ
つ
け
る
よ

う
な
事
は
止
め
る
べ
き

だ
。」「
南
西
諸
島
の
島
を

敵
か
ら
奪
還
す
る
想
定
で

行
わ
れ
て
い
る
。
能
登
半

島
大
震
災
の
最
中
に
何
を

や
っ
て
い
る
の
か
。」
な

ど
と
６
人
が
次
々
に
マ
イ

ク
を
握
り
道
行
く
人
々
に

訴
え
ま
し
た
。

　

続
い
て
15
時
か
ら
は
、

自
衛
隊
第
一
空
挺
団
の
あ

る
習
志
野
演
習
場
正
門

で
、「
演
習
の
中
止
要
請

文
」
を
千
葉
県
議
会
議
員

の
川
口
絵
未
さ
ん
（
市
民

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
千
葉
県
）

が
読
み
上
げ
て
手
渡
し
ま

し
た
。

２０２４新春のつどい

憲法を活かす会・千葉県協議会と新社会党千葉県本部が共同で開催

朝鮮初中級学校生徒の踊りに見入る参加者たち　１月 27 日習志野市内

　

四
党
と
一
団
体
が
訓
練
中
止
要
請

「週刊新社会」
を購読しませんか

月４回発行

月額７００円

（郵送料１８０円）

降下訓練中止を要請する人たち　１月６日、習志野演習場前



天
間
基
地
も
沖
縄
の
市
民

が
生
活
し
て
い
る
隣
り
合

わ
せ
に
位
置
し
て
い
る
の

が
良
く
わ
か
り
ま
す
。

道
の
駅
「
嘉
手
納
」
か
ら

見
下
ろ
す
こ
と
が
で
き
る

嘉
手
納
基
地
。
戦
闘
機
が

攻
撃
機
が
貨
物
機
が
何
機

も
続
け
て
飛
び
立
っ
て
行

き
ま
す
。
も
の
す
ご
い
爆

音
を
立
て
て
、
１
０
６
デ

シ
ベ
ル
の
表
示
が
出
て
い

ま
し
た
。

　

辺
野
古
に
は
「
座
り
込

み
抗
議
『
３
４
３
１
日
』」

の
看
板
が
、
あ
き
ら
め
ず

闘
っ
て
い
る

事
を
強
く
感

じ
ま
し
た
。

　

軟
弱
地
盤

の
埋
め
立
て

に
代
執
行
は

認
め
な
い
。
こ

れ
以
上
無
駄

な
お
金
と
労

力

と
、

そ

し

て
人
骨
の
土
も
使
わ
な
い

で
欲
し
い
。
沖
縄
の
美
し

い
海
を
汚
さ
な
い
で
欲
し

い
。

　

沖
縄
の
人
達
は
朝
鮮
、

中
国
の
人
達
と
お
互
い
の

文
化
を
取
り
入
れ
、
仲
良

く
信
頼
関
係
を
持
っ
て
行

き
来
し
て
い
た
。
お
酒
が

入
る
と
み
ん
な
輪
に
な
っ

て
歌
い
踊
り
ま
す
。
そ
う

い
う
文
化
を
持
つ
ウ
チ
ナ

ン
チ
ュ
は
中
国
と
も
戦
争

は
し
ま
せ
ん
。
【
た
い
こ
】

（2）2024 年 2 月 （1988 年 1 月 18 日第 3種郵便物認可）週刊 新　社　会

　

南
西
諸
島
の
基
地
化
反

対
「
11
・
23
県
民
平
和
大

集
会
」
の
開
催
を
知
り
、

沖
縄
の
人
達
の
民
意
を
踏

み
に
じ
る
政
府
の
や
り
方

に
、
沖
縄
だ
け
の
問
題
に

し
て
お
い
て
い
い
の
か
、

現
地
へ
行
っ
て
抗
議
し
な

け
れ
ば
と
、
山
武
長
生
の

憲
法
を
活
か
す
会
の
仲
間

と
一
緒
に
「
沖
縄
平
和
戦

跡
ツ
ア
ー
」
に
参
加
し
ま

し
た
。

　

ひ
め
ゆ
り

の
塔
も
何
度

訪
れ
て
も
、

生
徒
た
ち
の

事
細
か
な
悲

痛
な
手
記
や

生
き
残
っ
た

方
の
話
を
聞

く
た
び
、
胸

が
痛
く
な
り
ま
す
。
チ
ビ

チ
リ
ガ
マ
や
シ
ム
ク
ガ
マ

は
、
沖
縄
戦
で
市
民
が
隠

れ
て
い
た
洞
穴
。
真
っ
暗

な
狭
い
中
で
大
勢
の
人
た

ち
が
、
ア
メ
リ
カ
兵
に
見

つ
か
ら
な
い
よ
う
に
息
を

ひ
そ
め
て
生
活
し
て
い
た

場
所
。
泣
き
だ
し
た
子
供

は
殺
さ
れ
、
自
決
し
た
家

族
も
沢
山
い
ま
す
。
日
本

の
軍
隊
は
助
け
る
事
は
あ

り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

高
台
か
ら
見
る
と
、
普

 

～
四
季
へ
の
い
ざ
な
い
～ 

 

愛
の
日
や
ヒ
ー
ル
に
泥
を
拭
き
し
跡　

　

                        

水
明

　

愛
の
日
（
バ
レ
ン
タ
イ
ン
デ
ー
）
は
ロ
ー
マ
司
教

の
聖
ヴ
ァ
レ
ン
テ
ィ
ヌ
ス
（
バ
レ
ン
タ
イ
ン
）
が
西

暦
二
七
〇
年
に
殉
教
し
た
日
。
ロ
ー
マ
帝
国
皇
帝
ク

ラ
ウ
デ
ィ
ウ
ス
二
世
は
戦
地
で
の
士
気
が
下
が
る
こ

と
を
恐
れ
て
兵
士
の
結
婚
を
禁
じ
た
。
ヴ
ァ
レ
ン

テ
ィ
ヌ
ス
は
不
憫
に
思
っ
て
結
婚
式
を
執
り
行
い
、

皇
帝
の
命
に
従
わ
な
か
っ
た
た
め
フ
ラ
ミ
ニ
ノ
の
会

堂
で
撲
殺
。
こ
の
伝
承
か
ら
愛
の
日
と
さ
れ
、
日
本

で
は
女
性
か
ら
の
愛
の
告
白
日
と
な
っ
た
。
（
角
川

歳
時
記
）

　

新
社
会
党
千
葉
県
本
部

と
憲
法
を
活
か
す
会
・
千

葉
県
協
議
会
は
１
月
27
日

習
志
野
市
内
で
「
新
春
の

つ
ど
い
」
を
開
催
し
ま
し

た
。
第
一
部
で
は
、
日
本

体
育
大
学
の
清
水
雅
彦
教

授
か
ら
「
新
し
い
戦
前
に

さ
せ
な
い
ー
情
勢
と
課

題
」
と
題
し
て
講
演
を
受

け
ま
し
た
。
以
下
そ
の
一

部
を
報
告
し
ま
す
。

◆
イ
ス
ラ
エ
ル
の
ガ
ザ
攻

撃
に
つ
い
て
、
日
本
は
積

極
的
外
交
で
平
和
保
持
に

貢
献
す
べ
き
だ
。

◆
日
本
の
安
全
保
障
に
関

す
る
原
則
は
「
国
際
協
調

を
旨
と
す
る
積
極
的
平
和

主
義
を
維
持
す
る
」「
平

和
国
家
と
し
て
、
専
守
防

衛
に
徹
し
、
他
国
に
脅
威

を
与
え
る
よ
う
な
軍
事
大

国
と
は
な
ら
ず
、
非
核
三

原
則
を
堅
持
す
る
」
と
の

基
本
方
針
は
今
も
変
わ
っ

て
は
い
な
い
。
安
保
三
文

書
に
よ
っ
て
、
軍
事
費
を

５
年
で
43
兆
円
を
費
や

す
。
こ
の
お
金
が
あ
れ
ば

福
祉
の
充
実
、
教
育
費
や

給
食
費
無
償
化
、
医
療
の

充
実
な
ど
実
現
す
る
こ
と

が
で
き
る
。

◆
軍
備
増
強
の
一
環
と
し

て
海
上
保
安
庁
の
艦
艇
の

増
強
が
あ
る
。
有
事
の
際

の
防
衛
相
に
よ
る
海
保
の

統
制
を
含
む
自
衛
隊
と
の

連
携
な
ど
、
海
保
の
準
軍

事
組
織
化
が
進
め
ら
れ
て

い
る
。

◆
実
質
改
憲
と
し
て
の

「
敵
基
地
攻
撃
論
」
が
あ

る
。
反
撃
を
開
始
す
る
タ

イ
ミ
ン
グ
と
し
て
、
敵
が

ミ
サ
イ
ル
に
燃
料
を
注
入

し
て
不
可
逆
的
に
な
っ
た

時
点
な
ど
と
言
っ
て
い
た

が
、
固
形
燃
料
な
ど
も

あ
っ
て
今
で
は
通
用
し
な

い
。
反
撃
に
「
着
手
」
す

る
そ
の
「
着
手
」
の
認
定

次
第
で
は
「
専
守
防
衛
」

で
は
な
く
「
先
制
攻
撃
」

に
な
り
か
ね
な
い
。ま
た
、

朝
鮮
の
移
動
式
ミ
サ
イ
ル

は
２
０
０
基
、
中
国
は
核

保
有
国
で
あ
り
、「
敵
基

地
攻
撃
」
は
不
可
能
だ
。

◆
安
保
三
文
書
に
よ
っ
て

以
上
の
よ
う
な
状
況
に

な
っ
て
い
る
が
、
結
論
は
、

自
衛
隊
は
違
憲
な
の
で
議

論
す
る
ま
で
も
な
く
「
敵

基
地
攻
撃
論
」も
違
憲
だ
。

◆
戦
争
法
に
対
抗
で
き
る

共
闘
組
織
「
総
が
か
り
行

動
」
が
さ
ま
ざ
ま
な
経
過

を
経
て
結
成
さ
れ
た
。「
市

民
と
野
党
の
共
闘
」
と

い
っ
て
い
る
が
、
こ
れ
に

労
組
が
加
わ
ら
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
、
実
際
参
加
し

て
頑
張
っ
て
い
る
。

◆
お
わ
り
に
４
つ
の
課
題

を
提
起
し
ま
し
た
。

・
学
習
会
、
集
会
、
デ
モ

に
参
加
し
よ
う
。
労
働
組

合
に
加
入
し
よ
う
。　

・
憲
法
審
査
会
で
改
憲
条

文
案
の
論
議
を
さ
せ
な

い
。
改
憲
発
議
を
さ
せ
な

い
。　

・
労
組
と
市
民
と
野
党
の

共
闘
を
構
築
。　

・
自
己
満
足
し
な
い
。
若

者
の
拡
大
、
自
己
規
制
・

萎
縮
・
忖
度
し
な
い
。

皆
さ
ん
頑
張
り
ま
し
ょ

う
！

憲法を活かす会・千葉県協議会と新社会党千葉県本部が共催

歯切れよく熱く語る清水雅彦日本体育大学教授　

　

小
雨
降
る
寒
い
１
月
21
日
、
労
働
大

学
ま
な
ぶ
友
の
会
千
葉
県
協
議
会
は
、

２
０
２
４
年
旗
開
き
を
開
催
し
、
来
賓

含
め
13
名
が
参
加
し
た
。

　

第
一
部
で
は
、
昨
年
６
月
11
日
に
行

わ
れ
た
「
労
働
大
学

再
建
20
周
年
記
念
集

会
」
記
念
講
演
の
Ｄ

Ｖ
Ｄ
を
み
ん
な
で
観

て
感
想
。

　

第
二
部
で
は
、
最
初
に
菊
地
会
長
か

ら
「
様
々
な
行
動
や
学
習
を
続
け
て
い

く
た
め
に
は
、
こ
れ
か
ら
ま
す
ま
す
活

性
化
し
て
く
る
様
々
な
ウ
イ
ル
ス
や
細

菌
に
負
け
な
い
よ
う
に
、
自
分
の
体
に

存
在
す
る
免
疫
作
り
を
日
頃
か
ら
考

え
、
今
の
歩
み
を
止
め
る
こ
と
な
く
共

に
進
ん
で
行
き
ま
し
ょ
う
」
と
あ
い
さ

つ
で
始
ま
っ
た
。

　

来
賓
あ
い
さ
つ
は
、
新
社
会
党
千
葉

県
本
部
菅
原
副
委
員
長
が
「
５
月
19
日

か
ら
21
日
ま
で
、
幕
張
で
武
器
見
本
市

が
開
催
さ
れ
る
。
５
月
19
日
に
抗
議
行

動
取
り
組
む
。
是
非
行
動
を
一
緒
に
」

と
呼
び
か
け
、
社
会
主
義
協
会
千
葉
支

部
小
柳
事
務
局
長
が
、
上
野
建
一
さ
ん

の
状
況
報
告
と
労
働
者
に
つ
い
て
熱
く

語
っ
た
。

　

乾
杯
の
あ
と
、
各
地
区
協
毎
に
一
人

ひ
と
り
か
ら
語
り
始
め
る
と
、
こ
の
組

織
の
関
わ
り
と
、
人
間
関
係
や
生
き
方

な
ど
脳
裏
に
残
っ
て
い

る
歴
史
話
と
な
っ
た
。

　

最
後
は
漢
字
ク
イ
ズ

で
カ
レ
ン
ダ
ー
の
裏

(

白
紙
部
分)

に
漢
字
を
書
い
て
、「
老

人
語
」
の
問
題
が
出
さ
れ
、
解
答
の
ヒ

ン
ト
に
苦
労
し
て
い
た
が
、
準
備
し
た

景
品
は
全
て
無
く
な
り
ま
し
た
。

　

今
年
の
全
国
集
会
は
成
田
で
開
催
、

新
た
に
１
名
の
参
加
が
確
認
さ
れ
た
。

２０２４新春講演会

　

ま
な
ぶ
友
の
会
が
旗
開
き

健康第一で学習と行動を　挨拶する菊地義明会長


